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便数を増やすためには、滑走路の使い方を見直し、
これにあった飛行経路を設定する必要があります。

国際線増便を実現するための方策は？

 羽田空港は、４本の滑走路が井桁の形となっており、出発と到着経路が複数箇所で交錯
するため、一定の間隔を空けて運用する必要があります。

 2010年のD滑走路使用開始後の運用実績を踏まえ、滑走路処理能力を再検証した結果、
82回／時の発着回数が実現可能となることが判明いたしました。

 しかしながら、この方策だけでは、時間帯により大きく異なる国際線の航空需要に対応
することが困難です。

南 風 時

 あらゆる可能性について技術的な検証を行ったところ、A・C滑走路に北側から直線進
入する経路を採用した場合、出発機と到着機の交錯が抑えられ、90回／時（+8回／
時）の発着回数が可能となることが判明しました。

 夕方の旺盛な国際線需要に応えるには、上記の選択肢以外にない状況です。

現行（イメージ）

新飛行経路（イメージ）
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出発・到着合計：９０回／時
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新飛行経路（イメージ）

現行（イメージ）

国際線の需要が集中する時間帯に限って、滑走路の使い方と
飛行経路を見直すことで発着回数を増やすことが可能となります。

国際線増便を実現するための方策は？

 北風時については、現在の滑走路の使い方が最も効率的です。ただし、D滑走路からの
出発経路と、C滑走路からの出発経路が近接しているため、一定の間隔を空けられるよ
う、出発のタイミングを調整して運用しています。

北 風 時

 C滑走路の出発経路を北側にずらすことにより、近接が解消し、出発便数を増やすことが
可能になります。

２つの飛行経路が近
接しているため、C
滑走路出発機が飛行
している間は、D滑
走路から離陸するこ
とができません。
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出発１２回／時

出発・到着合計：８０回／時

出発・到着合計：８８回／時

朝の出発時間帯は、出発需要が多いため、出
発便を増やし到着便をできる限り抑える運用
としています。その出発便については、Ｄ滑
走路を最大限活用することで、Ｃ滑走路は最
大でも２３回／時に抑えます。また、出発・
到着需要に応じて、１時間あたりの発着回数
を９０回にした運用も行います。
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過去3年間の平均を見ると、羽田空港での風向別の運用割合は、
季節や時間帯によって傾向が異なることがわかりました。

国際線増便を実現するための方策は？

 直近３年間（2016～2018年）の月別では、夏は南風運用が多いのに対し、冬は北風運用
が多い傾向にあります。

 時間帯別では、午前（7～12時）は北風運用が約８割、午後（15～19時）は北風
運用が約6割、南風運用が約4割となっています。

 昼間時間帯（6～23時）全体で見ると、北風運用が約７割、南風運用が約３割と
なっています。

月別北風・南風運用割合

時間帯別北風・南風運用割合
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